
デイリー版ほっとニュースは市ホームページで

見てほしい、来てほしい八朔人形まつり

体より大きいラッパを吹いて

地道な活動で希少植物を保護 流しソーメン最高!! 神田っ子、通学合宿

みんなで助け合って合同避難訓練

プロの技を間近にバスケット交流会

高瀬川にはザリガニやヤゴがいるよ

夢中になった無人島でのアート作り郷土料理を学校給食に

今年もおいしいお米ができました大学生と楽しいサッカー練習

もしもの時の
防災ずきん作り
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仁尾町文化会館で八朔人形まつり会場の街角を飾る人形作
りが大勢の子どもたち等の参加で開催されました。今年のパネ
ル絵の題材は大河ドラマ ｢江｣ にちなんだもの。仁尾油絵同好
会の人と一緒に描いた8枚のパネルは瑞雲寺の壁に飾られます。

市民交流センターで豊中町公民館と高瀬町公民館が合同で
「親子で楽しむ音楽会」を開きました。アニメソングや童謡な
どを中心に演奏したり、楽器を吹いたりできるコーナーもあ
り、子どもたちは演奏者の気分を味わいました。

笠田高校の生徒と自然同好会等の人が在来種の希少な植物
（キキョウ・カワラナデシコなど）の保護活動を行いました。
地域と連携し、移植や増殖を同校の農場で行った後、再びビ
オトープに戻します。地道な活動の継続が希少植物を救います。

神田公民館で第 6回神田っ子通学合宿が行われました。多
くの地域の人に見守られ、子どもたちは、洗濯・夕食の準備・
星の観察・もらい湯など、友達と協力しながら体験。家庭や
地域のありがたさを感じることができました。

甚大な被害をもたらした東日本大震災を教訓に、仁尾小学
校と平石幼稚園、仁尾保育所が合同で避難訓練を行いました。
小幼保が合同で行うのは県内初。約 500人の児童や園児たち
は校内放送の指示に従って迅速に避難しました。

市内で合宿をしている高松ファイブアローズが近隣の小学
生を招いて、ふれあいバスケットを開催しました。ルールに
関係なくバスケットを楽しんでもらおうと呼びかけ、大勢の
子どもたちがプロ選手と楽しく交流しました。

高瀬町公民館による子ども体験講座 ｢高瀬川の水性生物を調べ
よう !｣ を行いました。参加した 20人の親子は水で服を濡らしな
がら、ザリガニやメダカ・ヤゴなどを捕まえて、水の汚れの程度
や水質を調べました。

蔦島で青少年育成仁尾町民会議が ｢無人島で楽しいアート
体験｣ を行いました。粟島芸術家村で活躍したルカ・ローマ
さんを講師に、島に流れ着いた流木などで作ったアートはど
れも思いのこもったものになりました。

豊中町保健センターで学校給食地産地消推進研修会が行わ
れました。香川県むらの技能伝承士・植岡澤江さんを講師に
招き、郷土料理の ｢さわさわ｣ などを学校給食に取り入れよ
うと学校給食センターの栄養教諭などが話し合いました。

道の駅「たからだの里さいた」で、新米まつりが開
催されました。早期コシヒカリの ｢たからだ米｣ や K
ブランド産品「石野米」のおいしさには定評があり、
多くの人が訪れ、新米を購入していました。

緑ヶ丘サッカー場で四国学院大学サッカー部員による
サッカー教室が開かれました。サッカーをするのは初め
ての子もいましたが、大学生の工夫を凝らした練習のお
かげで全員楽しむことができました。

上高瀬幼稚園で保護者や
上高瀬公民館女性会の皆さ
んが協力して、園児のため
に防災ずきんを縫いました。
クラスごとに色分けしたず
きんは、今後、避難訓練等
で使い方を学び、もしもの
時に備えます。


